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要旨 

 脊椎動物の心臓は、魚類は一心房一心室で哺乳類は二心房二心室というように、多様性に富んで

いる。脊椎動物は進化の過程で心房と心室に中隔を獲得し、より効率的な血液循環を可能とする

心臓を形成していったが、それでは脊椎動物はどのように中隔を獲得していったのであろうか？

我々はこれまでの研究から、心臓転写因子 Tbx5が心室中隔を有する動物において左心室に局在す

ること、また、心臓全体に Tbx5を発現させると心室中隔が形成されなくなることを見出し、Tbx5

の極性をもった発現が心室中隔形成に重要であることを明らかにした。そこで、心房中隔形成に

おいても極性をもって発現する因子が関与しているのではないかと考え、心房中隔を有するハイ

ギョに着目し解析を進めた結果、心房中隔形成にも転写因子の極性をもった発現が重要であるこ

とが明らかになった。 
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